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東
南
ア
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範
囲
は
ど
こ
か
ー
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は
　
じ
　
め
　
に

多

賀

秀

敏

　
国
際
関
係
論
と
い
う
学
科
は
き
わ
め
て
守
備
範
囲
が
広
い
。
た
か
だ
か
一
年
間
の
教
場
で
の
講
義
で
、
受
講
生
に
対
し
て
こ
ち
ら
の

意
図
す
る
こ
と
を
一
か
ら
十
ま
で
伝
え
る
に
は
著
し
い
困
難
を
伴
う
。
第
一
に
時
間
が
限
ら
れ
、
第
二
に
、
視
聴
覚
的
な
教
材
・
設

備
、
あ
る
い
は
ナ
マ
の
資
料
が
不
整
備
で
あ
り
、
第
三
に
、
学
科
の
性
格
上
学
生
の
意
識
が
多
様
で
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
点
を
克
服

す
る
手
段
は
な
に
か
な
い
か
。
あ
る
い
は
、
限
ら
れ
た
時
間
、
不
十
分
な
設
備
、
幅
の
広
い
要
求
と
い
う
障
害
を
か
か
え
つ
つ
も
、
効

率
よ
く
広
く
深
く
国
際
関
係
論
を
修
得
さ
せ
る
方
法
は
な
い
か
。

　
担
当
当
初
こ
う
し
た
隆
路
か
ら
ぬ
け
だ
す
た
め
に
考
案
し
た
の
は
、
国
際
関
係
の
シ
、
・
・
ユ
レ
ー
シ
ョ
ソ
（
模
擬
実
験
）
と
ア
ソ
ケ
ー

ト
調
査
と
の
実
施
で
あ
っ
た
。
前
者
の
目
的
は
、
受
講
生
を
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
国
際
関
係
の
現
実
の
模
擬
状
況
に
ほ
お
り
こ
ん
で
行

動
さ
せ
、
そ
こ
か
ら
興
味
と
関
心
と
を
惹
起
し
、
国
際
関
係
論
を
学
習
す
る
コ
ツ
を
の
み
こ
ま
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は



0
4

1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

幸
い
七
月
に
実
施
し
若
干
の
成
果
を
納
め
た
。

　
後
者
の
目
的
は
、
こ
ち
ら
が
講
義
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
受
講
生
が
い
か
な
る
意
識
を
も
ち
、
ど
の
程
度
の
知
識
を
有
す

る
か
を
計
測
し
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
講
義
を
進
行
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
「
彼
を
知
り
、
己
れ
を
知
れ
ば
、
百
戦
し
て
殆

う
か
ら
ず
」
。

　
今
回
の
ア
ソ
ケ
ー
ト
は
、
購
読
雑
誌
、
核
意
識
、
防
衛
意
識
、
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
の
知
識
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ん
の
氷
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
一
角
を
問
う
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
若
干
の
発
見
が
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
を
も
っ
て
新
大
生
の
普
遍
的
意
識
を

把
握
し
た
な
ど
と
い
う
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
え
た
結
果
の
な
か
に
は
、
新
大
生
の
意
識
に
と
ど
ま
ら
ず
、
逆
に
よ

り
普
遍
性
の
高
い
結
果
を
さ
し
示
す
も
の
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
種
の
ア
ソ
ケ
ー
ト
は
時
宜
に
応
じ
て
時
間
の
許
す
範
囲
内
で
今
後
も
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
も
諸

般
の
事
情
が
許
す
な
ら
ば
発
表
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
に
「
1
」
を
付
し
た
所
以
で
あ
る
。

（
－
）
　
こ
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
進
行
面
で
、
本
学
教
養
部
の
石
田
千
代
子
講
師
、
大
学
院
法
学
研
究
科
の
中
嶋
英
噸
、
日
本
平
和
学
会
会
員
の
竹

村
卓
な
ど
各
氏
の
協
力
を
え
、
ま
た
実
験
で
使
用
す
る
ル
：
ル
・
ブ
ッ
ク
の
印
刷
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
用
紙
．
コ
ピ
ー
等
教
材
面
で
、
本
学
部
教
務
課
に

便
宜
を
お
計
り
戴
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
す
。
実
験
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
他
大
学
で
も
ま
っ
た
く
同
じ
方
式
を
用
い
て
実
施
さ
れ
る
予
定
な
の

で
、
そ
の
結
果
を
ま
っ
て
、
意
味
の
あ
る
発
見
が
あ
れ
ば
報
告
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

（
2
）
か
り
に
国
際
関
係
論
の
学
習
は
、
平
和
な
世
界
を
創
り
だ
す
た
め
の
素
養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
今
回
の

ア
ソ
ケ
ー
ト
か
ら
あ
え
て
性
急
な
結
論
を
ひ
き
だ
す
と
す
れ
ば
（
今
回
小
稿
で
発
表
す
る
結
果
だ
け
で
な
く
他
の
設
問
の
結
果
も
参
考
に
し
て
）
、

本
学
の
学
生
は
、
意
識
に
お
い
て
高
く
、
知
識
に
お
い
て
低
い
と
い
う
所
見
を
い
だ
い
た
。
こ
の
意
識
を
大
切
に
し
て
適
切
な
知
識
を
与
え
る
方
法

を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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多
様
な
「
東
南
ア
ジ
ア
」
の
定
義

　
小
稿
で
資
料
発
表
す
る
の
は
今
回
お
こ
な
っ
た
三
系
列
一
五
問
の
設
問
の
う
ち
二
間
の
結
果
に
す
ぎ
な
い
。
第
一
は
、
新
大
生
が

「
東
南
ア
ジ
ァ
」
と
い
う
コ
ト
バ
に
ど
の
国
々
を
具
体
的
に
あ
て
は
め
て
い
る
か
。
第
二
に
、
そ
の
派
生
的
な
設
問
と
し
て
「
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
連
合
」
〉
°
。
°
。
0
9
⇔
口
o
口
o
h
ω
8
昏
国
餌
ω
一
〉
°
。
貯
ロ
Z
⇔
け
一
〇
諺
H
＞
ω
国
＞
Z
の
加
盟
国
を
正
し
く
い
え
る
か
い
な
か
を
き
い
た

も
の
で
あ
る
。

　
本
年
度
の
講
義
で
は
、
転
換
期
の
国
際
社
会
に
焦
点
を
あ
て
、
世
界
的
な
軍
事
化
現
象
と
南
北
問
題
と
を
二
本
の
柱
と
す
る
こ
と
に

し
た
。
そ
の
た
め
に
講
義
の
な
か
で
東
南
ア
ジ
ア
と
い
う
用
語
を
た
び
た
び
使
用
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
ん
に
ち
一
般
的
に
き
わ

め
て
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
の
コ
ト
バ
も
、
一
体
具
体
的
に
は
ど
の
国
が
こ
の
呼
称
に
ふ
く
ま
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
著
し
く

漠
然
と
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
通
産
省
の
『
通
商
白
書
』
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
、
韓
国
、
台
湾
、
香
港
、
マ
ヵ
オ
、
ラ
オ
ス
、
南
ベ
ト

ナ
ム
（
七
六
年
八
月
ま
で
）
、
カ
ソ
ボ
デ
ィ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ブ
ル
ネ
イ
、
イ
ソ
ド
ネ
シ

ア
、
ビ
ル
マ
、
バ
ソ
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
イ
ソ
ド
、
ブ
ー
タ
ソ
、
ネ
パ
ー
ル
、
ス
リ
・
ラ
ソ
カ
、
モ
ル
デ
ィ
ブ
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
二
三
か
国
を
さ
し
て
東
南
ア
ジ
ア
と
分
類
し
て
い
（
祝
・
お
な
蓮
産
省
の
分
類
で
も
、
『
経
済
協
力
の
現
状
と
問
題
点
』
で

は
、
モ
ン
ゴ
ル
、
韓
国
、
中
国
（
八
〇
年
度
版
か
ら
）
、
台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
カ
ソ
ボ
デ
ィ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ソ
、
タ
イ
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
シ
ソ
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
が
東
ア
ジ
ア
、
ビ
ル
マ
以
西
パ
キ
ス
タ
ソ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ソ
ま
で
が
南
ア
ジ
ア
、
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ら
に
イ
ラ
ン
以
西
イ
ス
ラ
エ
ル
ま
で
は
中
東
と
さ
れ
、
東
南
ア
ジ
ア
と
い
う
コ
ト
バ
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

　
も
う
ひ
と
つ
日
本
政
府
の
見
解
を
あ
げ
る
と
、
外
務
省
『
わ
が
外
交
の
近
況
』
（
俗
に
表
紙
の
色
を
と
っ
て
外
交
青
書
と
よ
ぼ
れ
る
）



0
6

1

の
分
類
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
は
、
A
S
E
A
N
諸
国
お
よ
び
ピ
ル
マ
と
イ
ソ
ド
シ
ナ
地
域
諸
国
と
な
っ
て
お
り
、
付
表

を
み
る
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
！
ル
、
ピ
ル
マ
、
カ
ソ
ボ
デ
ィ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ベ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ナ
ム
、
ブ
ル
ネ
イ
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
際
連
合
の
分
類
で
は
、
ア
ジ
ア
は
東
ア
ジ
ア
国
器
け
〉
ω
置
と
南
ア
ジ
ア
ω
o
ロ
チ
〉
ω
猷
と
に
わ
け
ら
れ
、
前
者
に
は
、

モ
ン
ゴ
ル
、
中
国
、
日
本
、
朝
鮮
、
香
港
、
マ
カ
オ
が
ふ
く
ま
れ
る
。
後
者
は
、
さ
ら
に
三
つ
の
地
域
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

東
南
ア
ジ
ア
（
た
だ
し
）
慶
ミ
旨
影
§
決
貯
、
中
南
ア
ジ
ア
ζ
誌
臼
。
ω
0
9
ケ
〉
°
・
置
、
西
南
ア
ジ
ア
芝
o
ω
9
目
ω
o
暮
プ
〉
°
。
猷

　
　
（
4
）

で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
の
内
訳
は
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
カ
ソ
ボ
デ
ィ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ソ
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ソ
ガ
ポ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ル
、
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
、
ブ
ル
ネ
イ
、
東
チ
モ
ー
ル
、
ビ
ル
マ
で
あ
る
。

　
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ひ
と
つ
の
呼
称
に
よ
っ
て
さ
し
示
さ
れ
る
地
域
に
異
同
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
地
名
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
人
々

が
あ
る
特
定
の
場
所
に
対
応
す
る
特
定
の
名
前
を
つ
け
、
そ
れ
が
習
慣
化
し
定
着
す
る
の
だ
か
ら
、
広
い
地
域
を
さ
し
た
場
合
は
っ
き

り
し
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
と
い
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
。
こ
と
「
東
南
ア
ジ
ア
」
と
い
う
呼
称
に
関
し
て
は
、
第
一
に
、

外
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
点
、
第
二
に
、
名
づ
け
ら
れ
て
日
が
浅
い
点
、
第
三
に
、
名
づ
け
ら
れ
た
時
点
で
す
で
に
何
度
か
組

み
か
え
が
あ
っ
た
点
な
ど
が
、
そ
の
後
の
あ
い
ま
い
さ
を
残
す
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
東
南
ア
ジ
ァ
」
と
い
う
名
称
が
使
わ
れ
だ
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
や
卑
臼
H
鴇
o
口
が
適
切
な
考
察
を
く
わ
え
て
い
る
の
で
少
し
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

く
な
る
が
要
約
し
て
紹
介
し
よ
う
。
東
南
ア
ジ
ア
と
名
づ
け
ら
れ
た
地
域
が
地
図
上
に
登
場
し
た
の
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
で
あ
る
。

同
様
に
、
タ
イ
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
マ
レ
イ
語
に
初
め
て
登
場
し
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
。
一
九
四
三
年
一
一
月
連
合
軍
に
よ
っ

て
東
南
ア
ジ
ア
司
令
部
Q
。
0
9
ゲ
団
9
。
雪
〉
吻
貯
昌
O
o
日
ヨ
碧
畠
1
1
ω
国
＞
O
が
設
置
さ
れ
た
。
最
初
こ
の
司
令
部
の
指
揮
下
に
お
か
れ
た
の

は
、
ビ
ル
マ
、
セ
イ
ロ
ン
、
シ
ャ
ム
、
マ
レ
イ
半
島
、
ス
マ
ト
ラ
島
で
あ
っ
た
。
当
初
司
令
部
は
セ
イ
ロ
ソ
に
お
か
れ
た
が
、
そ
の
後
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1

の
戦
局
の
推
移
に
つ
れ
て
、
シ
ン
ガ
ポ
！
ル
に
移
さ
れ
、
同
時
に
地
域
的
に
も
北
緯
一
六
度
以
南
の
イ
ソ
ド
シ
ナ
、
ボ
ル
ネ
オ
全
島
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
く
わ
え
ら
れ
た
。
当
時
チ
モ
ー
ル
は
フ
ィ
リ
ピ
ソ
と
同
様
に
堵
外
に
お
か
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
東
南
ア
ジ
ア
と
い
う
コ
ト
バ
が
使
わ
れ
出
し
た
の
は
た
か
だ
か
四
〇
年
前
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
初
期
の
範
囲
は
か

な
ら
ず
し
も
決
定
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
後
も
学
者
や
政
治
家
の
あ
い
だ
で
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
を
ひ
と
つ

の
集
合
と
し
て
み
る
場
合
の
範
囲
や
意
義
に
つ
い
て
議
論
が
重
ね
ら
れ
た
。
一
九
六
〇
年
代
に
は
、
歴
史
学
者
、
地
理
学
者
、
政
治
学

者
も
一
応
こ
の
地
域
を
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
っ
た
実
体
と
し
て
扱
い
、
東
南
ア
ジ
ア
と
い
う
引
照
枠
組
を
う
け
い
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
の
頃
か
ら
一
般
的
に
同
意
を
え
て
い
る
地
域
は
北
は
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
か
ら
、
南
は
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
ま
で
、
東
は
フ
ィ
リ
ピ
ン

か
ら
西
は
ビ
ル
マ
ま
で
の
一
帯
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
な
か
に
ふ
く
ま
れ
る
の
は
、
い
ま
あ
げ
た
五
か
国
の
ほ
か
に
、
カ
ソ
ボ
デ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ア
、
タ
イ
、
マ
レ
イ
シ
ア
、
シ
ソ
ガ
ポ
！
ル
の
計
九
か
国
と
、
ブ
ル
ネ
イ
、
チ
モ
ー
ル
で
あ
る
。
私
見
も
こ
れ
に
一
致
し
て
い
る
。
こ

の
地
域
の
歴
史
過
程
、
現
在
の
政
治
・
経
済
・
社
会
的
状
況
、
稲
作
文
化
に
よ
る
一
元
的
特
性
な
ど
を
考
え
る
と
き
、
こ
れ
ら
の
国
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

を
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
っ
た
地
域
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
妥
当
と
考
え
て
い
る
。

（
－
）
通
産
省
編
『
通
商
白
書
　
各
論
』
一
九
八
〇
年
版
、
五
九
六
頁
～
五
九
九
頁
「
附
録
、
国
．
地
域
別
定
義
」
と
く
に
、
こ
の
記
述
は
五
九
六

頁
。
ま
た
、
お
な
じ
ア
ジ
ア
地
域
で
も
、
中
国
、
北
朝
鮮
、
北
ベ
ト
ナ
ム
（
七
六
年
八
月
ま
で
）
、
ベ
ト
ナ
ム
（
七
六
年
九
月
以
後
）
は
、
共
産
圏

に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
通
産
省
編
『
経
済
協
力
の
現
状
と
問
題
点
隔
一
九
八
〇
年
版
（
財
団
法
人
通
商
産
業
調
査
会
発
行
、
　
一
九
八
〇
年
三
月
三
〇
日
）
。
こ
の
分
類

は
、
本
文
の
各
章
節
か
ら
と
っ
た
も
の
だ
が
、
巻
末
の
付
録
を
み
る
と
、
ブ
ル
ネ
イ
、
マ
カ
オ
も
東
ア
ジ
ア
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
で

も
前
掲
『
通
商
白
書
』
で
も
、
パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
お
よ
び
太
平
洋
の
諸
島
は
大
洋
州
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
や
や
似
て
い
る
の
が
、

　
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
国
際
平
和
研
究
所
ω
け
8
喜
o
ぎ
ぎ
8
ヨ
巴
o
ロ
巴
勺
0
9
。
8
閑
。
8
舞
o
ず
冒
ω
葺
暮
0
1
1
ω
弓
幻
一
の
『
世
界
軍
備
軍
縮
年
鑑
』
で



0
8

1

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ビ
ル
マ
以
東
を
一
括
し
て
団
舞
国
騨
。
曾
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
ふ
く
む
イ
ン
ド
亜
大
陸
六
か
国
（
ブ
ー
タ
ン
は
記
載
な
し
）
を

　
ω
o
暮
げ
〉
ω
冨
、
そ
れ
以
西
エ
ジ
プ
ト
、
キ
プ
ロ
ス
ま
で
を
言
置
色
o
国
m
ω
e
と
し
て
い
る
。
　
ω
弓
勾
炉
き
胤
匙
』
§
ミ
§
§
軸
“
蓑
「
穿
亀
§
ミ
§
§
殊

碧
ミ
ぎ
菩
o
暮
各
年
度
版
の
各
表
。

（
3
）
外
務
省
『
わ
が
外
交
の
近
況
』
第
二
四
号
、
昭
和
五
五
年
版
。
本
文
の
章
節
だ
て
で
は
、
コ
ア
ジ
ア
」
は
、
朝
鮮
半
島
、
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア

南
西
ア
ジ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
、
香
港
と
な
っ
て
お
り
、
つ
ぎ
に
「
中
近
東
」
が
く
る
が
、
こ
の
範
囲
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
（
パ
キ
ス
タ
ン
は
南
西

　
ア
ジ
ア
）
西
は
マ
グ
レ
ブ
三
国
、
南
は
ス
ー
ダ
ン
ま
で
と
実
に
広
い
。
ち
な
み
に
、
付
表
で
は
、
韓
国
、
中
国
、
台
湾
、
香
港
、
マ
ヵ
オ
は
「
北
東

　
ア
ジ
ァ
」
と
さ
れ
コ
南
西
ア
ジ
ァ
L
は
、
コ
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ス
リ
・
ラ
ン
カ
、
ネ
パ
ー
ル
、
ブ
ー
タ
ソ
、
モ
ル
デ
ィ

ブ
、
他
、
L
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
外
交
青
書
の
本
文
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
と
し
な
が
ら
も
、
官
制
上
は
、
英
訳
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
よ
う
な
可
南

東
ア
ジ
ア
第
嚇
課
（
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
デ
ィ
ァ
、
タ
イ
、
ラ
ナ
ス
）
南
東
ア
ジ
ア
第
二
課
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ビ
ル
マ
・
フ
ィ

　
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ァ
、
チ
モ
ー
ル
、
ブ
ル
ネ
イ
）
L
と
い
う
呼
称
を
用
い
て
い
る
。

（
4
）
国
際
連
合
『
世
界
統
計
年
鑑
』
第
三
〇
集
、
一
九
七
八
年
版
、
（
原
書
房
、
一
九
七
九
年
）
九
頁
。

（
5
）
ち
な
み
に
、
中
南
ア
ジ
ア
は
、
イ
ン
ド
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
か
ら
イ
ラ
ン
ま
で
。
西
南
ア
ジ
ア
は
イ
ラ
ク
か
ら
ガ
ザ
地
区
を
い
れ
て
シ
ナ
イ
半

島
の
東
側
ま
で
で
、
キ
プ
ロ
ス
を
ふ
く
む
（
前
掲
『
通
商
白
書
』
で
は
キ
プ
ロ
ス
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
。

（
6
）
℃
。
§
ξ
§
”
き
こ
ミ
ミ
・
恥
§
留
§
・
§
肺
詮
3
（
い
。
民
。
昌
鳩
o
ぎ
a
レ
薯
曜
。
「
犀
し
8
㊤
）
H
壷

（
7
）
当
時
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
指
揮
下
の
南
西
太
平
洋
司
令
部
に
お
か
れ
、
北
部
イ
ン
ド
シ
ナ
は
蒋
介
石
の
指
揮
下
に
お
か
れ
て
い

た
。

（
8
）
　
一
九
六
〇
年
に
初
版
の
だ
さ
れ
た
朝
倉
書
店
『
新
世
界
地
理
』
第
二
巻
く
ア
ジ
ア
総
論
V
（
花
井
重
次
編
）
で
も
、
こ
れ
と
ま
っ
た
く
同
一
の

範
囲
と
し
て
い
る
（
八
頁
～
＝
頁
）
。
ま
た
、
一
九
八
〇
年
に
新
版
の
出
さ
れ
た
『
世
界
地
名
辞
典
　
東
洋
編
』
（
河
部
利
夫
編
、
東
京
堂
出
版
）

で
も
範
囲
は
お
な
じ
で
あ
る
（
二
六
一
頁
～
二
六
二
頁
）
。
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（
9
）
こ
の
項
で
示
し
た
東
南
ア
ジ
ア
と
い
う
コ
ト
バ
が
使
わ
れ
だ
し
た
以
前
に
使
っ
て
い
た
例
と
し
て
、
矢
野
暢
氏
は
、
「
一
八
三
九
年
に
ハ
ワ
ー

ド
・
マ
ル
コ
：
ム
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
牧
師
が
二
冊
本
の
旅
行
記
『
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
旅
』
（
山
o
≦
舘
ユ
竃
翁
。
一
8
日
”
誉
繋
§
亀
智
聖
導
智
譜
§

首
智
）
で
こ
れ
を
初
め
て
つ
か
っ
た
し
と
さ
れ
て
い
る
（
矢
野
暢
「
東
南
ア
ジ
ア
を
解
く
小
型
家
産
制
国
家
の
理
論
」
『
中
央
公
論
』
第
九
四
年
第

三
号
（
通
一
一
〇
四
号
、
哺
九
七
九
年
三
月
）
一
七
六
頁
、
の
ち
に
、
矢
野
暢
『
東
南
ア
ジ
ア
世
界
の
論
理
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
〇
年
）
に

収
録
、
五
頁
。
た
だ
し
、
こ
の
原
題
に
つ
い
て
　
U
°
O
°
国
゜
口
巴
一
の
ビ
ブ
リ
オ
で
は
、
　
竃
巴
8
日
”
閑
o
質
国
∴
↓
轟
〈
巴
゜
・
貯
ω
o
ロ
幹
げ
向
器
9
ヨ

〉
ω
弊
卜
σ
く
o
蚕
い
o
＆
o
P
一
〇
。
ω
㊤
’
と
な
っ
て
い
る
。
U
°
ρ
中
出
櫛
一
r
」
§
昔
壁
ミ
⑦
o
ミ
魯
智
妬
義
貸
燭
（
い
o
a
o
P
一
㊤
α
α
）
刈
⑰
Q
。
°
実
物
を

手
に
し
て
い
な
い
の
で
な
ん
と
も
い
え
な
い
）
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
民
族
学
者
ハ
イ
ネ
・
ゲ
ル
デ
ル
ソ
も
一
九
四
三
年
以
前
に
こ
の
呼
称
を

用
い
て
い
た
と
い
う
（
『
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
辞
典
』
1
4
巻
、
一
九
七
四
年
八
月
、
三
五
五
頁
、
〈
東
南
ア
ジ
ア
〉
（
河
部
利
夫
）
）
。
さ
ら
に
、

昭
和
一
〇
年
代
の
日
本
の
文
献
に
も
こ
の
例
は
か
な
り
み
ら
れ
る
（
石
井
米
雄
コ
東
南
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
」
市
村
真
一
編
『
東
南
ア
ジ
ア
を
考

え
る
』
（
創
文
社
、
一
九
七
三
年
）
の
三
頁
や
、
矢
野
暢
『
「
南
進
」
の
系
譜
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
五
年
）
の
六
頁
な
ど
の
記
述
を
参
照
さ
れ

た
い
。
な
お
、
一
九
四
二
年
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
南
洋
地
理
大
系
』
全
六
巻
の
第
一
巻
『
南
洋
総
論
』
は
、
飯
本
信
之
・
佐
藤

信
弘
の
編
集
に
よ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
南
東
亜
細
亜
」
コ
南
東
ア
ジ
ア
L
「
東
南
ア
ジ
ア
」
と
い
う
コ
ト
パ
が
コ
表
南
洋
L
（
た
だ
し
中
国
で
清
末
以

後
に
定
着
し
た
表
南
洋
、
裏
南
洋
は
日
本
で
い
う
の
と
ほ
ぼ
逆
の
地
域
を
さ
す
。
日
本
で
は
コ
外
南
洋
L
も
用
い
ら
れ
た
）
と
い
う
コ
ト
バ
と
と
も

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
執
筆
者
は
、
右
編
者
の
ほ
か
に
、
井
出
季
和
太
、
宇
野
圓
空
、
神
川
彦
松
で
あ
る
）
。

　
一
方
、
英
語
で
は
、
一
九
四
三
年
以
前
は
、
こ
の
地
域
全
体
な
い
し
一
部
分
を
さ
す
の
に
、
閃
口
昌
冨
『
ぎ
巳
撃
。
』
＆
8
圧
ロ
m
讐
爵
o
国
器
二
昌
已
o
ω
り

ζ
巳
o
O
ぼ
昌
9
。
な
ど
を
用
い
て
い
た
と
い
う
。
　
∪
9
〈
置
〉
°
≦
凶
冨
o
P
．
、
ω
0
9
『
o
器
仔
跨
甑
斜
．
、
貯
肉
鳶
達
9
＆
智
』
§
煽
畿
ミ
蓉
．
ぎ
け
o
ヨ
僧
二
〇
口
包

国
α
三
〇
P
く
o
ド
呂
”
（
一
）
”
口
げ
口
曼
駒
　
H
O
刈
O
）
ω
゜
。
9
た
だ
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
こ
の
語
は
島
喚
部
四
か
国
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ソ
、
マ
レ

ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
を
ふ
く
ま
な
い
大
陸
部
の
み
を
さ
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
（
石
井
米
雄
監
修
『
世
界
の
民
族
』
第
一
噸
巻
く
東
南
ア
ジ

ア
大
陸
部
V
、
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
、
一
四
二
頁
）
。



m

新
大
生
に
と
っ
て
「
東
南
ア
ジ
ア
」
と
は
ど
こ
か

　
こ
こ
で
小
稿
の
主
題
で
あ
る
新
大
生
へ
の
ア
ソ
ケ
ー
ト
の
分
析
結
果
を
示
す
。
ア
ソ
ケ
ー
ト
の
対
象
と
な
っ
た
学
生
は
、
国
際
関
係

論
を
受
講
し
て
い
る
学
生
か
ら
五
八
名
、
教
養
部
で
石
田
千
代
子
講
師
の
情
報
処
理
概
論
を
受
講
し
て
い
る
学
生
か
ら
三
七
八
名
、
計

四
三
六
名
で
、
い
ず
れ
も
ア
ソ
ケ
ー
ト
実
施
当
日
講
義
に
出
席
し
た
学
生
の
み
で
あ
る
。
男
女
別
・
学
部
別
・
学
年
別
内
訳
は
第
1
表

に
示
し
た
。
と
く
に
国
際
関
係
論
の
受
講
者
に
つ
い
て
は
第
2
表
を
設
け
て
あ
る
。
実
施
日
は
、
一
九
八
一
年
、
五
月
一
五
日
、
六
月

一
五
日
、
六
月
一
六
日
の
三
日
間
で
あ
る
。

　
設
問
は
、
「
あ
な
た
が
、
東
南
ア
ジ
ア
の
国
だ
と
思
う
国
を
頭
に
思
い
う
か
ん
だ
順
に
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」
（
口
頭
）
と
い
う
も
の

（
1
）

で
、
さ
ら
に
、
東
南
ア
ジ
ア
と
い
う
語
は
定
義
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
も
と
も
と
ア
メ
リ
ヵ
が
軍
事
目
的
で
作
り
出
し
た
も
の
で
、
こ
の

設
問
に
は
正
解
が
な
い
か
ら
思
っ
た
通
り
に
書
い
て
ほ
し
い
、
と
つ
け
く
わ
え
た
。
ち
な
み
に
、
回
答
欄
は
二
〇
か
国
分
用
意
し
て
お

い
た
。

　
回
答
数
は
、
内
訳
は
と
も
か
く
九
か
国
あ
げ
た
も
の
が
七
九
人
で
も
っ
と
も
多
く
全
体
の
一
八
・
一
％
を
し
め
る
。
約
半
数
に
あ
た

る
二
一
一
人
が
七
か
国
か
ら
九
か
国
あ
げ
て
い
る
。
詳
細
は
第
1
図
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
全
体
的
な
回
答
の
傾
向
を
示
す
。
総
回
答
数
は
、
の
べ
三
、
五
三
四
か
国
、
う
ち
無
効
回
答
（
国
名
な
い
し
は
植
民
地
名
で

は
な
い
も
の
、
具
体
的
に
は
、
都
市
名
や
ジ
ャ
ワ
、
ス
マ
ト
ラ
な
ど
島
名
、
イ
ン
ド
シ
ナ
な
ど
地
域
名
を
あ
げ
た
回
答
）
五
四
個
、
し

た
が
っ
て
有
効
回
答
総
数
は
、
三
、
四
八
〇
か
国
と
な
っ
た
。
あ
が
っ
た
国
の
数
は
全
部
で
五
四
か
国
で
あ
る
。
第
2
図
に
詳
細
を
示

し
た
。
一
国
あ
た
り
の
平
均
「
得
票
数
」
を
示
し
た
の
は
、
順
位
が
さ
が
る
の
に
応
じ
て
回
答
が
分
散
し
て
い
く
こ
と
を
み
る
た
め
で
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ど
は

囲
範のア

ジ
ア

南
東

m
表1第

計87654321

の臥
0000012の厭

文人

の欲71000の蝋の縦
0の灰2学法

の娠
0100126の敏

済経

紛甑
000002

DK恥躍
育教

ゆ
艇5

3
000011

の蝋わ鍬
学理

D
λ1000001

D
叙8学医

の朕0000001
の穴学歯

6
3

10000035燗
学工

D
展20000002

D
駁2学農

劒
艇

3
6

41100の厭の飢4の緻鋤
奴3

3
計

人
に，

部

は
養

科
教

学
，

文
お，

な

科
゜

学
た

史
し，

類

科
分

学
へ

哲
部，

学

上
済

宜
経

便
は

は
科

生
学

学
済

観
あ

て
え

わ駅渇欄の計合を
名ユ

れ

の
経
゜
も

部
，
た
入

学
へ
し
記

轟
婁

゜
法
学
で

数
は
の
生

毅
羅

女
法
れ
男

は
，
そ
の

内
へ
も
部

）
部
て
学

学
い
理

（
文
つ
＊

表2
第

計843

讐 1001学
史

5
4

11
7

3
6

学法

3012済経

5
8

11
8

3
9

計
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図

2
第

で

あ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
こ
ち
ら
で
考
え
て
い
る
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
を
答
え

た
者
（
以
下
語
弊
は
あ
る
が
正
答
者
と
す
る
）
は
、
の
べ
二
、
八

二
〇
名
で
あ
る
（
ブ
ル
ネ
イ
七
名
、
テ
ィ
モ
ー
ル
一
名
を
ふ
く

む
）
。
北
ベ
ト
ナ
ム
、
南
ベ
ト
ナ
ム
と
い
う
回
答
は
、
右
の
ほ
か

に
、
お
の
お
の
二
六
名
ず
つ
で
あ
っ
た
。
正
答
者
の
数
を
回
答
欄

の
順
に
示
し
た
の
が
第
3
図
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
わ
か
る
よ

う
に
、
第
一
に
、
新
大
生
の
正
答
率
は
異
常
に
高
い
。
約
一
〇
年

前
に
神
戸
新
聞
が
お
こ
な
っ
た
調
査
（
本
節
注
1
参
照
）
と
比
べ

る
と
格
段
の
差
が
あ
る
。
こ
の
一
〇
年
間
に
、
東
南
ア
ジ
ア
と
い

う
呼
称
が
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
た
び
た
び
使
わ
れ
、
し
か
も
、
タ

イ
ー
A
S
E
A
N
l
東
南
ア
ジ
ア
、
あ
る
い
は
、
ベ
ト
ナ
ム
ー
カ

ソ
ボ
デ
ィ
ア
ー
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
具
体
的
な
国
名
と
セ
ッ
ト
さ
れ

て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
か
つ
、
こ
れ
ま
で
学
生
が
う
け
て

き
た
教
育
の
場
で
も
こ
の
用
語
が
知
識
と
し
て
伝
達
さ
れ
て
き
た

こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
第
二
に
、
九
番
目
か
ら
一
〇
番
目
に
移
る
所
で
、
正
答
率
が
急

激
に
お
ち
て
、
正
答
率
と
誤
答
率
と
の
大
小
が
逆
転
し
て
い
る
。



蚤

1
4

1

図
3

第

％

率
数

答
鞘

　
正㈱

H

％

率
ー

答
％正数潴正

欄
位

答
順

回
の

欄
位

答
順

回
の



　賀
多
（

か
こど

は
囲範

のアジア
南

東1
5

1

表3
第

率
比

3
」
」
護
3
護
潟
」
⑩
3
3
あ
洛
洛
洛
3
3
2
£
」
洛
3
溶
。
5
洛
」
⑩
ゐ
9
8
8
9
9
3
9
1
7
9
9
1
8
2
6
2
6
9
5
1
3
7
4
6
2
9
1
5
貿
1
0
6
6
1
3
1
2
8
1
0
8
3
3
1
0
3

者
講
受
論
係
関
際
国

緻
略

7
2
4
3
6
3
8
6
0
0
2
7
7
9
6
6
4
4
8
7
5
6
5
2
2
1
0
2
5
5
5
5
4
5
4
3
4
3
2
2
1
　
　
1 ）

ハ
δ
ウ
甜
ル
ン
寿
ン
旗
モ
”
（

位
順

1
5
2
3
7
3
6
9
8
1
0
1
2
1
1
1
3
1
5
1
4
1
8
2
2
2
2
1
6
1
7
2
0
1
8
2
0
2
5
2
5
2
9
4
0
2
5

位
順

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
7
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
5
2
7
2
8

体
全

率
比

潟
3
6
7
2
の
孟
ユ
」
」
渇
ユ
」
洛
2
3
忍
』
⑩
」
誰
」
3
沿
潟
溶
浴
護
2
9
6
8
2
8
1
7
5
7
5
7
3
6
3
6
0
3
6
2
2
2
0
1
9
1
0
9
9
8
6
6
5
4
4
3
3
1
1
1
1
1

数
者
答
回

2
9
6
1
7
0
5
5
0
8
1
6
6
3
0
6
6
6
5
9
8
6
3
8
7
7
6
5
2
5
5
3
2
2
7
6
6
9
9
8
4
4
4
3
2
2
2
1
1
1
1
4
3
3
3
3
3
2
2
1

類
＼
分
＼
＼
＼
臨

　
　
　
　
　
，
イ
ム
ア
ア
ン
ア
マ
ル
ス
湾
ド
　
ユ
国
ン
カ
本
ム
ム
国
港
ル
鮮
ア
ン
イ
ク
鮮
オ
　
シ
・
ピ
シ
　
陶
　
　
シ
タ
ン
ナ
ナ
　
　
牝
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
一
　
　
ネ
ナ
　
デ
　
ネ
　
ポ
㌧
ボ
リ
ド
ル
ガ
オ
ン
妨
ス
ラ
ト
ト
　
パ
朝
糧
ラ
ル
ラ
カ
　
　
　
　
　
ン
　
　
ン
キ
リ
ベ
ベ
　
　
カ
　
レ
ン
イ
ソ
タ
ベ
マ
ヵ
フ
イ
ビ
シ
ラ
台
イ
パ
中
パ
ス
日
北
南
韓
香
ネ
北
パ
イ
プ
イ
朝
マ

略
下
以

瓢は
率

比んは数者
答

回



1
6

1

数
人

む

1
名

国数
人

9
名

国
数人

8
名

国
数人

7
名

国数
人

6
名国

1
4

刀
@
マ
　
ア
　
ド
　
ル
　
カ
　
ア
　
湾
　
　
ン
　
ア
　
ス
　
イ
　
国
　
ム
　
）
儲
ル
∵
鷺
㈱
端
オ
　
蕊
パ
　
フ
　
ビ
　
　
マ
　
イ
　
シ
　
　
ス
　
イ
　
台
　
パ
　
カ
　
ラ
　
タ
　
中
　
　
ぺ

5
　
0
　
8
　
8
　
6
　
5
　
1
　
9
　
7
　
7
　
5
　
4
　
4
　
4
　
3
2
　
　
　
6
∠
　
　
　
4
－
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
…
蒲
鰯
∵
鍔
鷲
㎜

　
…

6
　
4
　
4
　
7
　
6
　
5
　
4
　
0
　
8
　
4
　
2
　
7
　
5
　
4
　
4
　
4
3
　
3
　
3
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
1
　
1
　
1
脚
漏
罷
イ
…
潔
湾
讐
国
㎝
港
㎜
シ
　
ビ
　
イ
　
　
マ
　
カ
　
7
　
タ
　
ペ
　
ラ
　
バ
　
台
　
パ
　
イ
　
中
　
南
　
香



　賀
多
（

か
㌧
」

ど
は

囲
範のア

ジ
ア

南
東1

7
1

表4
第

数
人
5
名
国

数
人
4
名
国

価
珊
珊
珊
螂
脳
麗
苅
細
壇
陥
鄭
乃
M
魍
顯
∵
㍍
孕
∵
鴬
備
タ
　
　
マ
　
カ
　
ベ
　
ビ
　
シ
　
フ
　
イ
　
ラ
　
北
　
イ
　
台
　
パ
　
南
　
　
ス

数
人
3
名
国

1
　
　
5
　
　
2
　
　
1
　
　
2
　
　
3
　
　
7
　
　
4
　
　
8
　
　
9
　
　
8
　
　
6
　
　
4
　
　
4
　
　
3
8
　
5
　
5
　
5
　
4
　
3
　
2
　
2
　
ー
イ
　
　
ア
　
ム
　
ア
　
ア
　
ル
　
ン
　
　
マ
　
ス
　
ド
　
湾
　
　
国
　
　
ム
　
ム
　
鮮
　
）
容
嬬
獅
ル
オ
ソ
　
粥
∵
礪
タ
　
　
マ
　
ペ
　
カ
　
イ
　
シ
　
フ
　
ビ
　
ラ
　
イ
　
台
　
韓
　
北
　
南
　
北

数
人
2
名
国

6
9

@
ア
　
ア
　
ム
　
ン
　
ア
　
　
マ
　
ル
　
ス
　
湾
　
ド
　
国
　
国
　
　
ム
　
本
　
鮮
　
港
　
　
ク
　
）
驚
け
篇
ル
㌘
ン
　
粥
朝
鵡
タ
　
カ
　
マ
　
ペ
　
フ
　
イ
　
ビ
　
シ
　
ラ
　
台
　
イ
　
中
　
韓
　
南
　
日
　
北
　
香
　
イ

数
人
－
名
国

9
5

@
　
ム
　
　
ン
　
ア
　
ア
　
ア
　
本
　
　
ル
　
ド
　
　
マ
　
国
　
湾
　
　
ム
　
ス
　
ソ
　
）
け
滞
顯
糟
ル
　
∵
ラ
鵬
タ
　
ペ
　
フ
　
イ
　
　
マ
　
カ
　
日
　
シ
　
イ
　
ビ
　
中
　
台
　
北
　
ラ
　
イ

入
順
記
　
票
順
得

1
　
　
2
　
　
3
　
　
4
　
　
5
　
　
6
　
　
7
　
　
8
　
　
9
　
　
0
　
　
1
　
　
2
　
　
3
　
　
4
　
　
5
　
　
6
　
　
7
　
　
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
轟
　
　
　
ー
ム
　
　
　
ー
ム
　
　
　
ー
　
　
　
－
占
　
　
　
噌
⊥
　
　
　
－
凸
　
　
　
1
　
　
　
1
」



1
8

1

F
O
O
O
『
O
S
C
T
M
T
V
P
P
P
9
4
4
0
0
M
T
V
I
I
I
I
M
P
P
P
P

0
δ
4
∩
δ
P
M
I
M
P
P
T
T
T
4
4
F
O
3
1
P
S
I
B
B
M
M
T
T
T
T
ハ
0
3
0
げ
4
凸
C
I
V
M
V
V
C
C
T
T
T
T

F
O
8
7
7
　
　
　
T
C
M
C
C
T
T
L
L
V
V
V
V
ρ
0
ハ
0
戸
D
7
1
T
B
L
B
C
C
C
T
V
V
V
V

烈
α
T

－
▲
8
5
L
　
1

9
臼
ー
ム
9
臼
　
・
　
5

2
ρ
0
7
　
　
・
　
1
6

7
．
Q
ゾ
ー
⊥
　
　
●
　
3

F
O
O
ゾ
9
L
　
2

R
U
O
◎
　
L

0
6
2
　
　
・
　
4

3
7
　
a

2
0
ゾ
8
　
　
。
　
1
8

3
0
n
j
　
　
・
4
0
0
　
1

V
4
n
6
4
9
　
●
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
●
　
7
7
・
A
U

9
0
2
4
1
1
　
　
。
　
　
●
　
　
■
　
O
F
O
」
4
　
9
臼
∩
δ

A
U
A
U
O
O
　
弓
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
O
　
（
U
O
O

0
0
0
0
　
●
　
　
　
　
O
　
　
　
　
．
　
0
0
0

4
5
5
広
　
1

L
A
U
ハ
U
A
U
O
　
O
　
　
　
　
O
　
　
　
　
●
　
0
0
0
0
0
0
∩
V
　
●
　
　
　
　
■
　
　
　
　
0
　
0
（
U
O

9
一
8
n
δ
F
D
　
●
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●
　
2
3
0
　
　
1

O
A
U
A
U
O
　
O
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
●
　
0
0
（
U

4
ワ
一
7
．
Q
σ
　
●
　
　
　
　
●
　
　
　
　
0
　
4
6
0
　
　
2

0
ハ
U
（
U
A
U
　
●
　
　
　
　
り
　
　
　
　
●
　
O
A
U
O

1
0
7
2
　
…
　
F
O
ρ
0
0
0
（
U
ハ
U
O
　
●
　
　
　
　
　
巳
　
　
　
　
　
■
　
0
0
0

0
◎
Q
U
3
0
0
　
軌
a
L
　
　
5

「
0
『
0
1
翫

C
1
0
6
2
　
●
　
　
　
　
6
　
　
　
　
■
　
2
1
0

2
1
3
P
O
　
●
　
　
　
　
O
　
　
　
　
O
　
Q
り
3
0

－
凸
4
凸
6
n
∠
　
■
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●
　
1
1
▲
（
U

8
9
ρ
b
2
ー
ム
　
　
・
　
　
．
　
　
。
　
1
8
2
9
4

0
0
0
∩
V
　
●
　
　
　
　
◎
　
　
　
　
・
　
0
0
ハ
U

0
0
0
0
　
■
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●
　
0
0
0

¶
⊥
0
◎
8
9
臼
n
δ
　
　
。
　
・
　
・
　
7
屡
0
7
・
　
Q
J
F
O

1
1
ρ
0
　
　
・
　
1
4

　
パ

　
（

　
率

　
比

　
る

　
す

ム
対

ナ
に
゜

ト
体
る

べ
全
あ

：
の
で

V
そ
め

，
，
た

ス
D
た

，
C
を

編
紛

：
肝
ら

ノビ
エ
ク

：
ト
の

B
ソ
2
5

，
セ
×

イ
一
2
3

タ
パ
　
’

：
（
よ

　
　
を

T
率
の



　賀
多《渤

ど
は

囲
範のア

ジ
ア南東1

9

1

表5
第

B
3
9
A
U
7
　
・
　
　
　
　
●
　
　
　
　
O
　
F
◎
A
U
O
　
　
1

1
5
3
2
　
0
　
　
　
　
■
　
　
　
　
■
　
4
3
A
U

4
6
Q
り
9
　
●
　
　
　
　
■
　
　
　
　
●
　
【
り
3
0
　
　
1

0
0
0
0
　
．
　
　
　
　
・
　
　
　
　
●
　
∩
V
O
O

7
9
7
9
1
』
　
　
・
　
　
●
　
　
■
　
7
・
6
3
　
¶
1
E
O

0
0
0
0
　
●
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●
　
A
U
A
U
A
U

－
∩
V
3
2
　
●
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
■
　
「
b
3
n
U

2
4
7
5
　
・
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●
　
2
（
b
O

3
0

T

7
・
8
1
ρ
り
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
－
ゐ
0
1
　
0
0
1
▲

3
1
8
0
1
1
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
0
0
n
◎
0
δ
　
－
△
－

－
占
9
4
凸
9
臼
　
●
　
　
　
●
　
　
　
　
■
　
F
O
ー
ム
0

（
U
O
O
O
　
■
　
　
　
　
・
　
　
　
　
0
　
0
0
0

6
0
7
4
　
■
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●
　
3
0
8
1

0
0
0
0
　
．
　
　
　
　
．
　
　
　
　
●
　
A
U
O
O

4
凸
3
0
0
F
O
9
臼
　
…
　
0
ゾ
4
E
O
　
9
臼
n
J

0
ゾ
Q
》
ハ
0
　
　
・
　
1
5

S

ハ
0
8
A
U
4
　
0
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●
　
1
0
1
　
ー
エ
6
0

5
7
0
2
　
■
　
　
　
○
　
　
　
●
　
9
畠
F
O
ー
ム
　
ワ
齪
9
一

0
0
（
U
（
U
　
●
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●
　
0
0
0

O
A
U
O
O
　
●
　
　
　
　
●
　
　
　
　
0
　
0
0
0

6
3
（
U
4
　
●
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●
　
6
0
1
　
　
3

0
0
0
0
　
●
　
　
　
　
O
　
　
　
　
●
　
0
0
0

0
0
0
0
　
噛
　
　
　
　
●
　
　
　
　
■
　
O
A
り
0

ハ
U
ハ
U
A
U
O
　
・
　
　
　
　
・
　
　
　
　
●
　
0
0
（
U

－
轟
2
0
2
　
0
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●
　
－
凸
ρ
b
n
U

2
0

i

P
3
一
b
3
0
1
⊥
　
　
・
　
　
・
　
■
　
ρ
0
∩
」
3
　
9
臼
Q
り

2
1
1
F
O
　
■
　
　
　
　
O
　
　
　
　
●
　
G
げ
P
O
A
U

（
U
ハ
U
A
U
（
U
　
．
　
　
　
　
■
　
　
　
　
●
　
0
0
（
U

0
0
0
0
　
●
　
　
　
　
●
　
　
　
　
■
　
0
0
0

3
7
・
3
0
1
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
n
δ
3
n
δ
　
1
3

0
0
0
0
　
■
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●
　
0
0
0

－
晶
∩
U
ρ
0
9
一
　
●
　
　
　
　
，
　
　
　
　
■
　
5
2
0

0
0
0
ハ
U
　
・
　
　
　
0
　
　
　
6
　
0
0
A
U

4
Q
ゾ
Q
U
Q
ソ
　
．
　
　
　
　
●
　
　
　
　
■
　
4
A
U
（
U
　
　
1

9
0
n
O
　
　
・
　
9

M
F
O
4
A
U
5
1
」
　
　
。
　
。
　
■
　
n
コ
『
O
n
δ
　
ワ
U
9
臼

0
0
0
0
　
0
　
　
　
　
●
　
　
　
　
■
　
0
0
0

6
2
7
・
7
・
1
⊥
　
　
o
　
　
●
　
　
●
　
n
乙
戸
0
0
0
　
9
畠
9
畠

8
1
3
∩
◎
　
●
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●
　
7
・
3
1
　
4
ー
ム

6
8
7
・
7
・
－
⊥
　
　
・
　
　
。
　
　
●
　
6
6
3
　
ー
ウ
臼

O
n
U
O
O
　
・
　
　
　
　
●
　
　
　
　
0
　
0
0
0

0
0
0
0
　
・
　
　
　
　
■
　
　
　
　
0
　
0
0
A
U

∩
V
O
O
O
　
O
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●
　
0
0
0

F
O
－
応
δ
2
　
・
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●
　
ρ
0
8
1
占

0
9
戸
0
　
・
　
1
3

1

0
0
0
n
U
　
●
　
　
　
　
●
　
　
　
　
■
　
0
0
0

2
1
F
O
F
ひ
　
●
　
　
　
　
■
　
　
　
　
●
　
9
｛
b
O

2
0h
6
4
4

－
占
－
▲
り
臼
り
白
　
・
　
　
　
　
●
　
　
　
　
0
　
1
3
A
U

0
0
0
0
　
・
　
　
　
　
●
　
　
　
　
O
　
A
U
A
U
O

0
0
0
0
　
●
　
　
　
　
■
　
　
　
　
●
　
0
0
0

3
7
7
7
　
・
　
　
　
　
●
　
　
　
　
魯
　
3
9
（
U

1
9
自
6
δ
　
　
・
　
7

　
　

ﾀ
こ
国
潔
　
　
　
即

1

M

P

S

T

B

C

L

V
記
α
T

，
比
い

ル
る
な

錆
励

ガ
に
と

ン
行
計

シ
各
合

：
の
の

S
そ
列

，
，
各

ソ
数
，

ピ
人
行

リ
る
各

イ
ま
が

フ
は
ト

：
て
ソ

P
あ
セ

，
に
一

”
銭

イ
み
や

レ
組
数

マ
，
人

：
に
の

M
順
1

　
ら
m

乳
か
恥

シ
上

ネ
，
°

ド
も
る

ソ
と
あ

イ
ル
で

：
セ
）

1
各
ト

　
は
ン

号
値
セ

略
数
一



伽

こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
九
か
国
あ
げ
た
者
が
一
番
多
か
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
。
「
東
南
ア
ジ
ア
の
国
」
と
い
わ

れ
た
場
合
、
独
立
国
を
考
え
る
と
九
つ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
ち
ら
の
定
義
と
合
致
し
た
定
義
を
も
つ
者
は
、
九
か
国
あ
げ
て
（
あ
る

い
は
九
つ
思
い
つ
か
な
い
も
の
で
も
範
囲
が
一
致
す
る
者
は
六
、
七
、
八
か
国
あ
げ
て
）
、
余
計
な
も
の
を
あ
げ
な
か
っ
た
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

　
で
は
新
大
生
の
あ
げ
た
東
南
ア
ジ
ア
は
ど
こ
か
。
回
答
総
数
か
ら
み
て
い
く
。
タ
イ
が
四
二
二
名
で
ト
ッ
プ
で
あ
る
。
な
ん
と
回
答

者
の
九
六
・
八
％
が
タ
イ
を
あ
げ
た
。
以
下
九
位
ま
で
が
例
外
な
く
正
答
が
つ
づ
い
て
お
り
、
そ
の
数
は
有
効
回
答
の
八
一
・
○
％
を

し
め
る
。
無
効
回
答
を
ふ
く
め
た
記
入
回
答
中
の
七
九
・
八
％
で
あ
る
。
驚
異
的
な
数
値
だ
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
さ
ら
に
、
九
番

目
ま
で
に
正
答
を
記
入
し
た
総
数
は
、
二
、
七
〇
四
で
あ
る
。
こ
の
数
字
を
か
り
に
、
全
員
が
正
答
の
み
を
記
入
し
た
場
合
の
数
（
四

三
六
x
九
）
で
除
し
て
み
る
と
○
・
六
八
九
と
な
る
。
な
ん
と
六
八
・
九
％
の
絶
対
正
答
率
で
あ
る
。
こ
れ
も
著
し
く
高
い
数
値
だ
と

い
え
る
。

　
新
大
生
が
第
一
番
目
に
頭
に
思
い
う
か
べ
た
東
南
ア
ジ
ア
の
国
は
タ
イ
で
あ
っ
た
。
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
第
一
番
目
に
あ
げ
た
国

の
「
得
票
数
」
の
順
位
と
（
第
4
表
）
、
総
「
得
票
数
」
の
順
位
（
第
3
表
）
と
が
、
　
一
位
、
・
二
位
を
の
ぞ
い
て
か
な
り
く
い
違
う
点

で
あ
る
。
直
感
的
に
あ
が
る
国
と
、
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
あ
げ
て
い
る
う
ち
に
思
い
出
す
国
と
の
二
通
り
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
第

一
番
目
に
あ
げ
ら
れ
た
国
の
一
位
か
ら
三
位
ま
で
の
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ソ
の
人
数
を
た
す
と
二
四
九
人
で
半
数
を
こ
す
。

こ
れ
に
対
し
て
た
っ
た
二
〇
人
し
か
第
一
番
目
に
あ
げ
な
か
っ
た
カ
ソ
ボ
デ
ィ
ア
は
、
六
一
人
が
第
二
番
目
に
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
A
国
↓
カ
ソ
ボ
デ
ィ
ア
と
い
う
固
定
し
た
順
で
あ
げ
て
い
く
回
答
者
の
群
が
存
在
す
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
事
実
、
第
5
表

に
示
し
た
よ
う
に
、
ベ
ト
ナ
ム
↓
カ
ン
ボ
デ
ィ
ア
と
い
う
順
で
第
一
番
目
・
第
二
番
目
を
あ
げ
た
者
は
三
一
人
で
、
二
番
目
に
カ
ソ
ボ

デ
ィ
ア
を
あ
げ
た
者
の
半
数
強
を
し
め
る
。
そ
の
他
の
順
位
で
も
ベ
ト
ナ
ム
↓
カ
ソ
ボ
デ
ィ
ア
あ
る
い
は
そ
の
逆
の
並
び
の
カ
ン
ボ
デ
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イ
ア
↓
ベ
ト
ナ
ム
と
い
う
並
び
が
多
い
こ
と
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
二
か
国
に
つ
い
て
は
、
強
い
連
想
が
働
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。　

こ
の
ほ
か
に
も
、
　
マ
ス
コ
ミ
、
書
物
を
通
じ
て
わ
れ
わ
れ
が
頻
繁
に
見
・
聞
き
す
る
「
タ
イ
↓
カ
ソ
ボ
デ
ィ
ア
・
国
境
」
「
マ
レ
ー

シ
ア
↓
シ
ソ
ガ
ポ
ー
ル
」
「
シ
ソ
ガ
ポ
ー
ル
↓
マ
レ
！
シ
ア
」
「
イ
ン
ド
シ
ナ
三
国
・
ベ
ト
ナ
ム
↓
ラ
オ
ス
↓
カ
ン
ボ
デ
ィ
ァ
」
と
い
う

表
現
に
み
ら
れ
る
並
び
方
は
、
ア
ソ
ケ
ー
ト
で
も
多
く
発
見
さ
れ
た
。
と
く
に
最
後
の
ベ
ト
ナ
ム
↓
ラ
オ
ス
↓
カ
ソ
ボ
デ
ィ
ア
と
い
う

慣
用
的
な
並
び
方
に
つ
い
て
は
著
し
い
。
第
一
・
第
二
に
ベ
ト
ナ
ム
↓
ラ
ナ
ス
と
あ
げ
た
者
は
八
人
い
た
が
、
か
れ
ら
は
例
外
な
く
第

三
番
目
に
カ
ソ
ボ
デ
ィ
ア
を
あ
げ
て
い
る
（
う
ち
六
人
が
国
際
関
係
論
受
講
者
で
あ
る
こ
と
と
、
こ
の
八
名
の
う
ち
七
名
が
第
四
番
目

に
タ
イ
を
あ
げ
て
い
た
こ
と
と
を
付
記
し
て
お
く
）
。

　
参
考
ま
で
に
、
国
際
関
係
論
受
講
者
の
第
一
番
目
に
あ
げ
た
国
の
正
答
率
、
九
番
目
ま
で
の
総
正
答
率
（
分
母
に
無
効
回
答
を
ふ
く

む
）
、
絶
対
正
答
率
（
た
だ
し
ブ
ル
ネ
イ
を
記
入
し
た
一
人
を
分
母
か
ら
の
ぞ
く
）
は
、
お
の
お
の
順
に
、
八
四
・
五
％
、
八
〇
・
六

％
、
七
七
・
五
％
で
、
絶
対
正
答
率
を
の
ぞ
い
て
い
ず
れ
も
全
体
の
数
値
よ
り
や
や
低
い
。
回
答
率
の
高
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
つ
ぎ
に
誤
答
の
内
訳
は
、
こ
ち
ら
の
分
類
の
定
義
（
範
囲
は
国
連
と
お
な
じ
）
に
し
た
が
っ
て
い
う
と
、
南
ア
ジ
ア
が
九
か
国
で
の

べ
二
八
八
人
（
ア
ソ
ダ
マ
ソ
諸
島
と
い
う
回
答
一
人
を
ふ
く
む
）
、
東
ア
ジ
ア
が
九
か
国
（
朝
鮮
と
い
う
回
答
六
名
、
お
よ
び
香
港
、

マ
ヵ
オ
、
台
湾
を
そ
れ
ぞ
れ
一
国
と
す
る
）
二
五
五
人
、
大
洋
州
が
一
〇
か
国
（
グ
ァ
ム
、
　
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
、
パ
プ

ア
、
サ
イ
パ
ン
な
ど
の
回
答
を
ふ
く
む
）
三
一
人
、
西
南
ア
ジ
ア
が
六
か
国
二
一
人
、
以
下
、
ア
フ
リ
ヵ
三
か
国
三
名
、
中
南
米
二
か

国
二
人
、
東
ヨ
！
ロ
ッ
パ
一
か
国
一
人
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
か
国
一
人
で
あ
っ
た
。
国
別
に
み
る
と
、
台
湾
（
九
八
人
）
、
イ
ン
ド
（
九

一
人
）
、
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
（
八
六
人
）
が
め
だ
っ
て
多
い
。

　
東
南
ア
ジ
ア
の
範
囲
に
つ
い
て
こ
こ
ま
で
の
デ
ー
タ
を
総
合
す
る
と
、
き
わ
め
て
満
足
の
い
く
回
答
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
む
し
ろ



2
2

1

問
題
は
、
こ
ち
ら
の
設
問
の
仕
方
が
、
範
囲
を
き
い
て
い
る
の
か
、
イ
メ
ー
ジ
を
き
い
て
い
る
の
か
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
点
に
あ

る
。
つ
ま
り
、
「
ア
ジ
ア
を
東
（
な
い
し
北
東
）
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
、
南
ア
ジ
ア
、
西
南
ア
ジ
ア
に
分
け
た
場
合
、
あ
な
た
が
東

南
ア
ジ
ア
の
国
だ
と
思
う
順
に
あ
げ
て
下
さ
い
」
と
い
う
設
問
で
あ
れ
ぽ
、
周
辺
部
（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
イ
ン
ド
、
台
湾
な
ど
）
を

答
え
る
者
の
数
は
著
し
く
減
少
し
た
と
思
わ
れ
る
。
学
生
が
「
東
南
ア
ジ
ァ
」
と
い
う
語
に
、
予
想
外
に
慣
れ
親
し
ん
で
お
り
、
正
確

な
定
義
を
う
け
い
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
語
の
定
義
を
正
確
に
う
け
い
れ
て
い
る
こ
と
と
、
東
南
ア
ジ
ア
自
体

に
関
心
を
も
ち
正
確
な
知
識
を
も
っ
て
い
る
こ
と
と
は
お
な
じ
で
は
な
い
。
国
際
関
係
論
受
講
者
の
み
に
同
時
に
課
し
た
「
頭
に
思
い

う
か
ぶ
国
名
を
、
う
か
ん
だ
順
に
三
分
三
〇
秒
以
内
に
で
き
る
だ
け
多
く
か
き
な
さ
い
」
と
い
う
設
問
に
対
し
て
あ
が
っ
た
国
名
は
欧

米
と
日
中
中
心
で
、
順
位
か
ら
い
っ
て
も
総
数
か
ら
い
っ
て
も
地
理
的
に
そ
の
間
に
あ
る
国
々
は
す
っ
ぽ
り
と
ぬ
け
お
ち
て
い
た
。
ま

た
、
全
員
に
課
し
た
好
き
な
国
・
嫌
い
な
国
を
答
え
さ
せ
る
設
問
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
少
し
つ
っ
こ
ん
だ

知
識
や
関
心
は
低
い
こ
と
が
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
．
つ
ぎ
の
A
S
E
A
N
に
つ
い
て
の
設
問
は
、
そ
の
一
端
を
き
く
意
味
が
あ
る
。

（
1
）
　
こ
れ
ま
で
に
、
日
本
で
な
さ
れ
た
こ
れ
と
類
似
の
ア
ソ
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
二
例
き
き
お
よ
ん
で
い
る
。
い
ず
れ
も
な
ま
の
デ
ー
タ
に
接
っ
し
て

は
い
な
い
が
、
参
考
に
な
る
の
で
こ
こ
に
紹
介
す
る
。
順
に
①
、
②
を
付
し
た
。

　
①
少
し
古
い
話
だ
が
、
エ
ッ
ソ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
の
広
報
雑
誌
『
§
』
の
編
集
部
が
昭
和
四
十
五
年
に
行
っ
た
「
日
本
人
の
東
南
ア
ジ
ア

　
観
」
と
い
う
調
査
が
あ
る
。
－
東
南
ア
ジ
ア
と
い
う
と
き
、
ま
ず
頭
に
浮
か
ぶ
国
は
ど
こ
で
す
か
L
コ
そ
の
ほ
か
の
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
を
あ
げ
て

　
く
だ
さ
い
」
と
い
う
二
つ
の
質
問
に
対
し
て
得
ら
れ
た
答
え
を
ま
と
め
て
、
回
答
数
の
多
い
順
に
十
位
ま
で
並
べ
て
み
る
と
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ

　
　
ム
、
カ
ソ
ボ
ジ
ア
、
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ピ
ル
マ
、
ラ
ナ
ス
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
次
に
、
三
九

　
の
国
名
、
地
名
を
ラ
ン
ダ
ム
に
並
べ
た
カ
ー
ド
を
調
査
対
象
者
に
示
し
、
東
南
ア
ジ
ア
と
考
え
て
い
る
も
の
だ
け
に
印
を
つ
け
て
も
ら
う
と
い
う

　
質
問
の
結
果
得
ら
れ
た
回
答
を
多
い
順
に
並
べ
る
と
、
タ
イ
、
ヵ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ビ
ル
マ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ソ
ガ
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ポ
ー
ル
、
ラ
オ
ス
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ジ
ャ
ワ
、
ボ
ル
ネ
オ
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
時
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
人
は
総
計
五
四
人
で
、
殆
ど
が
都
市
生
活
者
で
あ
り
、
全
体
の
約
七
割
が
大
学
ま
た
は
旧
高
専
卒
、
し
か
も
半

数
近
い
二
五
人
ま
で
が
東
南
ア
ジ
ア
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
か
、
親
戚
、
知
人
に
東
南
ア
ジ
ア
へ
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
が
い
る
と
か
い
う
よ

う
に
東
南
ア
ジ
ア
と
直
接
、
間
接
に
関
係
を
も
つ
人
が
多
か
っ
た
。
こ
う
し
た
調
査
対
象
者
の
数
の
不
十
分
さ
や
特
定
の
社
会
層
へ
の
片
寄
り
と

い
っ
た
点
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
前
述
の
回
答
が
東
南
ア
ジ
ア
に
関
す
る
日
本
人
一
般
の
平
均
的
感
覚
な
い
し
は
知
識
を
表
わ
し
て
い
る
と
は
言

え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
日
本
人
が
抱
い
て
い
る
東
南
ア
ジ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
を
知
る
ひ
と
つ
の
目
安
と
し
て
参
考
に
は
な
る
。

　
前
記
二
つ
の
回
答
に
占
め
る
国
の
順
位
は
、
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
三
国
が
両
方
の
答
、
兄
で

い
ず
れ
も
上
位
を
占
め
て
い
る
の
に
対
し
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ソ
、
ピ
ル
マ
の
三
国
は
順
位
の
入
れ
変
わ
り
が
激
し
い
。
一
方
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
シ
ソ
ガ
ポ
！
ル
、
ラ
オ
ス
な
ど
は
下
位
な
が
ら
一
応
安
定
し
た
立
場
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
な
こ

と
が
言
え
る
と
思
う
。
e
　
日
本
人
の
東
南
ア
ジ
ア
像
と
し
て
は
、
タ
イ
、
か
ソ
ボ
ジ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
三
国
が
き
わ
め
て
鮮
明
で
あ
る
。

⇔
前
記
三
ヵ
国
に
、
下
位
な
が
ら
比
較
的
イ
メ
ー
ジ
が
安
定
し
た
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ラ
オ
ス
の
三
ヵ
国
を
合
わ
せ
た
六
ヵ
国
は

一
応
東
南
ア
ジ
ア
に
包
含
さ
れ
る
と
受
け
と
ら
れ
て
い
る
。
⇔
　
ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ピ
ル
マ
の
三
国
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
か
な
り
不

安
定
で
あ
る
。
つ
い
で
に
つ
け
加
え
て
言
う
と
、
イ
ソ
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
セ
イ
ロ
ン
（
現
ス
リ
ラ
ソ
カ
）
、
台
湾
な
ど
の
国
々
は
ど
ち
ら
の
回

答
に
も
十
位
以
下
で
し
か
姿
を
現
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
国
々
は
一
般
に
東
南
ア
ジ
ア
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
と
言
う
こ
と
が
ほ
ぼ
で

き
る
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
調
査
に
対
す
る
回
答
か
ら
、
日
本
人
の
東
南
ア
ジ
ア
像
は
大
陸
部
の
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
全
域
に
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ソ
な
ど
の
島

嘆
部
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
こ
れ
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
範
囲
を
実
に
正
確
に
表
し
て
い
る
。
（
以
下
略
）
1
大
野
徹
コ
東
南
ア
ジ

ア
総
論
」
同
編
『
東
南
ア
ジ
ア
と
国
際
関
係
』
（
晃
洋
書
房
、
一
九
七
九
年
）
所
収
、
一
頁
～
三
頁
。

②
一
九
七
〇
年
の
暮
、
神
戸
新
聞
が
兵
庫
県
民
五
八
二
人
を
対
象
と
し
て
「
東
南
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
の
意
識
調
査
」
を
行
な
っ
た
が
、
そ
の
な
か



2
4

1

に
、
「
東
南
ア
ジ
ア
と
い
う
と
ま
ず
ど
こ
の
国
を
思
い
出
し
ま
す
か
」
と
い
う
設
問
が
あ
っ
た
。
調
査
後
回
答
を
集
計
し
て
み
る
と
、
コ
東
南
ア
ジ

ア
の
範
囲
と
し
て
前
に
あ
げ
た
十
ヵ
国
（
引
用
者
注
「
ビ
ル
マ
連
邦
、
タ
イ
王
国
、
ラ
オ
ス
王
国
、
ク
メ
：
ル
共
和
国
、
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和

国
、
ベ
ト
ナ
ム
共
和
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の
十
ヵ
国
と
ブ
ル
ネ
イ
お
よ
び
ポ
ル

ト
ガ
ル
領
チ
モ
ー
ル
の
二
地
域
が
「
東
南
ア
ジ
ア
」
を
構
成
す
る
。
」
）
の
ひ
と
つ
を
あ
げ
た
人
は
わ
つ
か
に
二
八
一
人
で
、
全
体
の
四
十
八
パ
ー

セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
数
字
が
出
た
。
回
答
者
の
内
訳
を
見
て
興
味
を
惹
か
れ
た
の
は
、
貿
易
な
ど
の
仕
事
の
上
で
「
東
南
ア
ジ
ア
」
と
関

係
の
あ
る
人
の
誤
答
率
の
方
が
か
え
っ
て
高
く
、
最
高
の
五
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
「
東
南
ア
ジ
ア
し
の
範
囲

に
つ
い
て
の
学
問
的
定
義
が
、
な
か
な
か
一
般
に
浸
透
し
な
い
原
因
も
、
案
外
こ
の
辺
に
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
ー
石
井
米
雄
前
掲
コ
東
南

ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
」
四
頁
～
五
頁
。
　
（
）
内
の
引
用
者
注
は
、
同
四
頁
の
記
述
か
ら
。

A
S
E
A
N
加
盟
国
を
ど
れ
だ
け
知
っ
て
い
る
か

　
東
南
ア
ジ
ア
の
範
囲
を
き
く
設
問
に
つ
づ
い
て
「
A
S
E
A
N
の
加
盟
国
の
名
前
を
あ
げ
て
下
さ
い
」
と
い
う
設
問
（
口
頭
）
を
課

し
、
A
S
E
A
N
と
は
、
〉
ψ
8
9
m
二
8
0
｛
ω
o
巨
げ
国
霧
件
〉
甑
碧
2
自
。
ま
昌
゜
。
の
略
称
で
あ
り
、
「
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
」
と
訳
さ

れ
て
い
る
旨
補
足
し
た
。
A
S
E
A
N
は
、
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
の
五
か
国
か
ら

な
る
。
東
南
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
の
知
識
を
き
く
う
え
で
は
、
も
っ
と
も
基
本
的
な
設
問
の
ひ
と
つ
と
い
え
よ
う
。

　
結
呆
は
、
あ
が
っ
た
国
の
数
か
ら
示
す
と
、
内
容
に
か
か
わ
ら
ず
五
か
国
あ
げ
た
者
が
一
一
七
人
で
最
高
、
以
下
四
か
国
六
八
人
、

六
か
国
五
一
人
で
半
数
を
こ
え
る
。
詳
細
は
第
4
図
に
示
し
た
。

　
五
か
国
正
解
し
た
者
は
、
四
六
人
（
う
ち
国
際
関
係
論
受
講
者
一
〇
人
）
で
、
全
体
の
一
〇
・
六
％
（
国
際
関
係
論
で
は
一
七
・
二

’



鋤
多

《
こ
カ

ど
は

囲
範のア

ジ
ア

南東
2
5

1

図4第

体
関

全
国

％
）
で
あ
る
。
ほ
か
に
、
A
S
E
A
N
加
盟
国
以
外
も
あ
げ
た

が
、
と
に
か
く
正
解
の
五
か
国
を
も
れ
な
く
書
い
た
と
い
う
者

は
四
一
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
な
か
で
は
、
六
か
国
あ
げ
た
者
が

二
一
人
で
も
っ
と
も
多
く
、
さ
ら
に
そ
の
な
か
で
誤
っ
て
あ
げ

ら
れ
た
国
は
ビ
ル
マ
が
一
二
人
で
も
っ
と
も
多
か
っ
た
。
ま

た
、
四
か
国
記
入
し
た
者
の
う
ち
A
S
E
A
N
加
盟
国
の
み
を

あ
げ
た
者
は
二
三
人
で
、
ぬ
け
お
ち
た
国
で
も
っ
と
も
多
い
の

は
シ
ソ
ガ
ポ
ー
ル
で
一
一
人
で
あ
っ
た
（
詳
細
第
6
表
）
。

　
正
答
率
を
算
定
す
る
場
合
、
五
か
国
だ
け
を
誤
り
な
く
答
え

た
者
を
正
答
者
と
し
て
算
定
す
る
こ
と
は
問
題
な
い
。
し
か

し
、
と
に
か
く
正
解
を
書
い
た
が
余
計
な
も
の
を
ひ
と
つ
あ
げ

た
者
の
な
か
で
、
ピ
ル
マ
と
ス
リ
・
ラ
ソ
カ
に
つ
い
て
は
、
考

慮
に
値
す
る
事
実
が
あ
る
。
こ
の
二
か
国
に
加
盟
申
請
の
動
き

が
あ
る
こ
と
が
す
で
に
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
報
道
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
誤
答
を
ふ
た
つ
以
上
あ
げ
た
者
の
な
か
に
ベ
ト
ナ

ム
が
多
く
登
場
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
っ
た
く
A
S
E
A
N
の

性
格
を
知
ら
ず
に
「
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
」
と
い
う
名
称
に

つ
ら
れ
て
国
名
を
あ
げ
た
者
に
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、
前
者
と
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鋤修節駝鯛初”輔撚
後
者
と
で
は
、
誤
り
の
内
容
が
お
お
き
く
異
な
る
。
こ
う
し
た
点
を
考
慮

し
て
、
不
正
確
な
が
ら
も
、
き
わ
め
て
正
解
に
近
い
知
識
を
も
つ
者
の
数

を
算
定
し
て
み
る
。
正
解
の
み
四
か
国
あ
げ
た
者
二
三
人
（
第
6
表
1
、

3
参
照
）
、
正
解
を
五
つ
あ
げ
た
が
誤
り
を
ひ
と
つ
記
し
た
者
の
な
か
で

（
第
6
表
2
）
、
ピ
ル
マ
な
い
し
ス
リ
・
ラ
ソ
カ
を
あ
げ
た
者
二
二
人
（
第

6
表
4
）
四
か
国
正
解
し
た
が
誤
り
を
ひ
と
つ
あ
げ
た
者
の
な
か
で
ビ
ル

マ
な
い
し
国
名
以
外
を
あ
げ
た
者
一
〇
人
（
第
6
表
5
）
を
合
計
す
る
と

四
六
人
に
な
る
。
こ
れ
と
正
解
者
四
六
人
と
を
た
す
と
九
二
人
と
な
り
、

全
体
の
二
一
・
一
％
で
あ
る
。

　
こ
の
数
を
東
南
ア
ジ
ア
の
範
囲
を
知
ろ
う
と
し
た
前
間
の
結
果
と
比
べ

て
み
よ
う
。
前
間
で
は
、
九
番
目
ま
で
に
記
入
さ
れ
た
総
回
答
中
正
解
の

し
め
た
比
率
は
、
七
九
・
八
％
で
あ
っ
た
。
こ
ち
ら
は
正
解
の
枠
を
広
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

て
も
二
一
・
一
％
で
あ
る
。
関
心
と
知
識
の
低
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

（
－
）
参
考
ま
で
に
A
S
E
A
N
以
外
に
あ
が
っ
た
三
三
の
国
名
の
な
か
か
ら
主

た
る
も
の
を
示
し
て
お
く
。
ビ
ル
マ
一
〇
五
人
、
カ
ン
ボ
デ
ィ
ア
八
一
人
、
イ

ソ
ド
七
五
人
、
日
本
六
七
人
、
ベ
ト
ナ
ム
五
三
人
、
ラ
オ
ス
三
二
人
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
ニ
一
人
、
中
国
一
九
人
、
ス
リ
・
ラ
ン
カ
一
七
人
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
一
五
人
、
韓
国
一
四
人
、
パ
キ
ス
タ
ン
一
四
人
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
一
〇
人
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2
8

1

台
湾
九
人
、
イ
ラ
ン
八
人
、

7
豪
に
示
し
て
お
く
。

イ
ラ
ク
六
人
、
サ
ウ
デ
ィ
・
ア
ラ
ビ
ア
五
人
、
ネ
パ
ー
ル
四
人
、
ク
ウ
ェ
イ
ト
四
人
で
あ
る
。
ま
た
全
体
の
集
計
を
第

お
　
わ
　
り
　
に

　
東
南
ア
ジ
ア
と
い
う
用
語
を
学
生
が
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。
ま
た
同
地
域
に
つ
い
て
ど
の
程
度
の
知
識
を
も
っ
て
い
る
か
を
調
べ

た
結
果
を
示
し
た
。
地
域
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
き
わ
め
て
正
確
に
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
地
域
に
関

す
る
知
識
は
や
や
不
正
確
で
乏
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
設
問
と
同
時
に
「
す
き
な
国
1
き
ら
い
な
国
」
と
い
う
設
問
も
お
こ
な
っ
た

が
、
そ
こ
に
東
南
ア
ジ
ア
の
国
が
登
場
す
る
の
は
ま
れ
で
あ
っ
た
（
結
果
に
つ
い
て
は
稿
を
あ
ら
た
め
て
紹
介
す
る
予
定
）
。
つ
ま
り
、

知
識
の
乏
し
さ
は
、
関
心
の
低
さ
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
。
日
本
人
が
ア
メ
リ
カ
に
関
心
を
よ
せ
て
い
る
ほ
ど
に
は
、
ア
メ
リ
カ
人

が
日
本
に
は
関
心
を
よ
せ
て
い
な
い
。
同
様
に
東
南
ア
ジ
ア
の
人
々
が
日
本
に
関
心
を
よ
せ
て
い
る
ほ
ど
に
は
日
本
人
は
東
南
ア
ジ
ア

に
関
心
を
よ
せ
て
い
な
い
。
国
際
政
治
の
構
造
の
ひ
と
つ
が
こ
こ
に
も
表
出
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

〔
付
記
〕
小
稿
で
使
用
し
た
デ
ー
タ
の
集
計
に
つ
い
て
は
、
本
学
教
養
部
の
石
田
千
代
子
講
師
の
手
を
わ
づ
ら
わ
せ
た
。
記
し
て
謝
す
。
な
お
、
こ
の

デ
ー
タ
の
コ
ン
ピ
ェ
：
タ
ー
処
理
で
駆
使
さ
れ
た
汎
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
同
講
師
が
別
に
発
表
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
最
後
に
な
っ
た
が
、

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
て
く
れ
た
新
大
の
学
生
諸
君
に
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て
記
す
ま
で
も
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。


